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倉
く ら

での奉
ほ う

仕
し

イ
ラ
ス
ト
／
ダ
グ
マ
ー
・
ス
ミ
ス

「教
きょう

会
かい

員
いん

はみんな，だれも空
くう

腹
ふく

にならないように 
助
たす

け合
あ

っているの。」

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ドミニクは車
くるま

に乗
の

りこみ，シートベ
ルトをしめました。「どこに行

い

く
の？」とドミニクはお母

かあ

さんに聞
き

きまし
た。
「だれかに奉

ほう

仕
し

しに行
い

くのよ」とお母
かあ

さんは言
い

いました。「食
た

べ物
もの

を手
て

に入
い

れ
るのに助

たす

けが必
ひつ

要
よう

な家
か

族
ぞく

がいるの。」
二
ふた

人
り

は大
おお

きな灰
はい

色
いろ

の建
たて

物
もの

に向
む

かいま
した。これまでにドミニクがおとずれた
ことのなかった場

ば

所
しょ

です。
「ここはどんな場

ば

所
しょ

なの？」とドミニク
は聞

き

きました。「食
た

べ物
もの

を買
か

うためにお
店
みせ

に行
い

くと思
おも

ってたよ。」
お母

かあ

さんは車
くるま

のドアを閉
と

じました。
「ここはビショップの倉

くら

というのよ。食
しょく

料
りょう

品
ひん

店
てん

のような場
ば

所
しょ

だけど，ここにある
食
た

べ物
もの

にお金
かね

を払
はら

う必
ひつ

要
よう

はないの。」
ドミニクは目

め

を丸
まる

くしました。「全
ぜん

部
ぶ

タダなの？」
「そんな感

かん

じね」と，お母
かあ

さんが言
い

いま
した。「断

だん

食
じき

をするとき，什
じゅう

分
ぶん

の一
いち

をお
さめるように，断

だん

食
じき

献
けん

金
きん

をおさめられる
の。そのお金

かね

で，この倉
くら

のために食
た

べ物
もの

を買
か

うことができるのよ。そして，教
きょう

会
かい

の人
ひと

が十
じゅう

分
ぶん

なお金
かね

を持
も

っていないとき，
ビショップに助

たす

けを求
もと

めて必
ひつ

要
よう

なものを
手
て

に入
い

れるためにここに来
く

ることができ
るの。倉

くら

がない場
ば

所
しょ

では，ビショップは
別
べつ

の方
ほう

法
ほう

で助
たす

けるわ。」
ドミニクはお母

かあ

さんと一
いっ

緒
しょ

にドアの方
ほう

に歩
ある

いて行
い

きました。「今
き ょ う

日助
たす

ける家
か

族
ぞく

には，食
た

べ物
もの

を買
か

うのに十
じゅう

分
ぶん

なお金
かね

がな
いの？」
「今

いま

はね 」とお母
かあ

さんが言
い

いました。
「だからわたしたちは助

たす

けているのよ！

クリスティン・メリル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

教
きょう

会
かい

員
いん

はみんな，だれも空
くう

腹
ふく

にならない
ように助

たす

け合
あ

っているの。」
ドミニクはうなずきました。「彼

かれ

らが
食
た

べ物
もの

を手
て

に入
い

れられてうれしいよ。」
「わたしもよ。じゃあ，行

い

きましょう！
どうなっているのか見

み

せてあげるね。」
ドミニクとお母

かあ

さんは倉
くら

に入
はい

って行
い

き
ました。何

なん

列
れつ

ものたなにいろいろなも
のが置

お

かれていて，お店
みせ

のようでした。
お母

かあ

さんはかばんから紙
かみ

を取
と

り出
だ

しま
した。「これは『食

しょく

料
りょう

注
ちゅう

文
もん

書
しょ

』よ。家
か

族
ぞく

が
必
ひつ

要
よう

とするもののリストなの。ビショッ
プと扶

ふ

助
じょ

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

が協
きょう

力
りょく

して，リストを
作
つく

るのを助
たす

けたのよ。」
「お母

かあ

さんも買
か

い物
もの

をするときはいつ
もリストを使

つか

うよね！」とドミニクは言
い

いました。
「そのとおり！ 家

か

族
ぞく

が必
ひつ

要
よう

なものをも
らえるように，リストにあるものすべて
を必
かなら

ず手
て

に入
い

れるのよ。」
お母

かあ

さんは買
か

い物
もの

カゴを持
も

ってきまし
た。その後

あと

，ボランティアの人
ひと

がリスト
にのったものを見

み

つけるのを手
て

伝
つだ

ってく
れました。お母

かあ

さんがカートの中
なか

に食
た

べ
物
もの

を入
い

れている間
あいだ

，ドミニクはカートを
おしました。
「オッケー。これで終

お

わりだと思
おも

う
わ！」お母

かあ

さんはもう一
いち

度
ど

リストを見
み

ま
した。「全

ぜん

部
ぶ

あるかかくにんしましょう。
バナナはある？」
「うん！」とドミニクは言

い

いました。
「パンは？」
「あるよ！」
作
さ

業
ぎょう

が終
お

わると，ボランティアの人
ひと

は
車
くるま

に食
た

べ物
もの

を入
い

れるのを手
て

伝
つだ

ってくれま
した。ドミニクはさようなら，と手

て

をふ

りました。
「どう思

おも

った？」車
くるま

で家
いえ

に帰
かえ

っていると
き，お母

かあ

さんが聞
き

きました。
「よかった！」とドミニクは言

い

いました。
「でもね…やっぱりよくない。」

お母
かあ

さんはおどろいていました。「ど
うしてよくないの？」
「食

た

べ物
もの

を見
み

たからおなかが空
す

いた
の！家

いえ

に帰
かえ

ったらお昼
ひる

ごはんを食
た

べても
いい？」

お母
かあ

さんはほほえみました。「もちろ
ん！ あなたのように一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

働
はたら

く人
ひと

に
も食

た

べ物
もの

が必
ひつ

要
よう

だものね。」
ドミニクもほほえみ返

かえ

しました。今
き ょ う

日
だれかを助

たす

けられたことに，良
よ

い気
き

持
も

ち
を感

かん

じました。●

こまっている人
ひと

々
びと

を助
たす

ける
ために，どのようなことが
できるでしょうか。


